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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月22日(2019.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　第１クラッチ部は、軸方向の第１側にクラッチオンのための押圧力を受ける第１受圧部
を有している。第２クラッチ部は、第１受圧部と軸方向の隙間をあけてかつ第１受圧部に
対して軸方向に移動可能に配置され、軸方向の第２側にクラッチオンのための押圧力を受
ける第２受圧部を有している。弾性部材は、第１受圧部と第２受圧部との軸方向間に配置
され、第１受圧部及び第２受圧部が押圧力を受けたときに弾性変形可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　そして、好ましくは、第１及び第２クラッチ部と第１及び第２出力部材とは、クラッチ
ハウジングの内周部に収容されている。また、第１及び第２受圧部は前記クラッチハウジ
ングの内周部に設けられ、第１摩擦部は第１出力部材の外周部に設けられ、第２摩擦部は
第２出力部材の外周部に設けられている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　円板部６には、中心部に孔が形成されている。また、円板部６の径方向の中間部には、
軸方向内側に突出する複数の突起部６ｂが円周方向に所定の間隔で形成されている。突起
部６ｂの周囲には弾性部材１０が装着され、この突起部６ｂ及び弾性部材１０が、入力ギ
ア８に形成された孔８ａに挿入されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　複数の第１収容部２０１ｃは、それぞれ円形の凹部であり、軸方向内側の端面から軸方
向外側に所定の深さで形成されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　複数の第２収容部２０２ｃは、第１クラッチシュー２０１の第１収容部２０１ｃに対応
する位置に形成されている。第２収容部２０２ｃは、円形の凹部であり、軸方向外側の端
面から軸方向内側に所定の深さで形成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　そして、スプリング９が所定量だけ圧縮されると、第２クラッチシュー２０２と第１ク
ラッチシュー２０１とが当接する。したがって、第１クラッチシュー２０１も軸方向外側
に押圧され、この時点（図５のＰ２）から第１クラッチシュー２０１の受圧面２０１ｂと
第１摩擦面２５ａとの押圧が開始される。そして、２つの摩擦面２５ａ，２６ａがそれぞ
れ対応する受圧面２０１ｂ，２０２ｂに押圧されて、第１コーンクラッチＣ１及び第２コ
ーンクラッチＣ２は完全にクラッチオンとなる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　（ｄ）前記実施形態のクラッチハウジング１、クラッチセンタ２１、プレッシャプレー
ト２２、レリーズ部材３０の形状、構造は一例であって、種々の変形が可能である。また
、レリーズ部材３０の突起部３２の数、コイルスプリング４０の数などは一例であって、
特に前記実施形態の数に限定されない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】
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